
● 一人ぼっちをなくし、助け合い、くらしを守る ●

２０１２年２月１５日

ＮＯ.１５７

発行責任者

河野 禮三

東大阪地域労組「働く仲間の会」

〒578-0985

東大阪市中野南１－３６

かわち勤労会館内

TEL ０７２－９６１－６６５３

FAX ０７２－９６１－６４３２

東大阪地域労組「働く仲間の会」

仲間の会ニュース

東大阪地域労組「働く仲間の会」
再建10周年レセプション

3月25日かわち勤労会館11時30分～
団
体
交
渉
で
解
決
し
た

事
例

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
グ

ル
ー
プ
、
Ｎ
さ
ん
解
雇

事
件会

社
側
提
案
の
解
決

金
に
つ
い
て
、

＊
組
合
側
＝
解
決
金
の

上
積
み
は
無
い
の
か
。

＊
会
社
側
＝
解
雇
通
告

を
し
た
の
は
確
か
だ
が
、

前
回
の
団
交
で
組
合
側

の
要
求
を
受
け
入
れ
、

解
雇
を
撤
回
し
て
、
Ｎ

さ
ん
の
勤
務
態
度
を
み

て
、
改
善
が
あ
れ
ば
、

雇
用
継
続
を
し
て
も
良

い
と
考
え
て
い
た
。
社

労
士
か
ら
、
勤
務
評
価

表
を
河
野
委
員
長
に
手

渡
し
、
Ｎ
さ
ん
に
説
明

を
し
て
ほ
し
い
と
依
頼

し
た
。
解
雇
と
主
張
さ

れ
る
の
は
心
外
で
あ
る
。

＊
組
合
側
＝
経
緯
は
事

実
だ
が
改
善
ポ
イ
ン
ト

の
書
類
の
件
は
、
Ｓ
社

労
士
か
ら
河
野
に
手
渡

さ
れ
、
河
野
か
ら
Ｎ
さ

ん
に
説
明
し
た
が
、
Ｎ

さ
ん
は
、
「
自
分
1
人

だ
け
、
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
処
置
を
さ
れ
る
の
か
、

会
社
に
対
し
て
不
信
感

が
募
り
、
解
雇
に
よ
る

退
職
に
し
て
ほ
し
い｣

と

希
望
さ
れ
た
の
で
原
点

に
戻
り
、
解
雇
に
よ
る

金
銭
解
決
を
提
案
し
た
。

解
決
金
の
金
額
の
上
積

み
を
希
望
す
る
。

＊
組
合
側
＝
解
決
金
の

上
積
み
を
提
案
。
Ｎ
さ

ん
に
組
合
側
の
提
案
を

受
け
る
か
ど
う
か
確
認

し
た
が
、
Ｎ
さ
ん
は
、

「
返
事
は
明
日
ま
で
待
っ

て
ほ
し
い｣

と
要
望
し
た

の
で
、
組
合
側
か
ら
そ

の
旨
、
会
社
側
へ
連
絡

し
、
そ
の
後
組
合
提
案

の
金
額
で
解
決
。

㈱
Ｍ
給
食
＝
Ｗ

さ
ん

（
雇
い
止
め
・
解
雇
事

件
）＊

＊
＊
病
院
で
給
食

部
の
パ
ー
ト
職
で
働
い

て
い
た
Ｗ
さ
ん
は
、
昨

年
４
月
か
ら
＊
＊
＊
病

院
の
委
託
先
が
、
Ｄ
食

品
か
ら
Ｍ
給
食
に
替
わ

り
、
職
場
の
雰
囲
気
が

変
わ
り
、
働
き
難
い
職

場
に
な
り
、
精
神
的
に

も
追
い
つ
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

会
社
側
か
ら
、
８
月
末

に
、
９
月
30
日
以
降
の

契
約
は
し
な
い
と
雇
い

止
め
（
解
雇
）
を
通
告

さ
れ
ま
し
た
。
Ｗ
さ
ん

は
、
現
職
場
で
働
き
続

け
る
こ
と
は
精
神
的
に

無
理
だ
と
判
断
し
て
、

会
社
側
の
雇
い
止
め
通

告
に
応
じ
る
が
、
４
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の
雇
用
保
険
の
加
入

と
会
社
都
合
の
退
職
理

由
の
離
職
票
の
発
行
を

要
求
し
て
、
団
交
を
申

し
入
れ
ま
し
た
。

＊
電
話
交
渉
で
解
決

第
１
回
目
、
２
０
１
１

年
９
月
12
日
（
月
）
対

応
者
組
合
側
＝
河
野
、

会
社
側
＝
総
務
Ｙ
氏

☆
確
認
事
項

Ⅰ
、
９
月
13
日
の
団
交

申
し
入
れ
の
件
↓
日
程

が
都
合
悪
い
の
で
、
日

程
調
整
し
て
連
絡
す
る

が
、
組
合
側
の
要
求
は
、

も
っ
と
も
な
の
で
、
会

社
の
了
承
を
得
れ
ば
、

団
交
の
必
要
は
な
い
の

で
は
な
い
か
。

Ⅱ
、
組
合
側
：
会
社
側

が
組
合
側
の
要
求
を
満

た
し
て
く
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
団
交
の
必
要
は

な
い
と
回
答
し
た
。

Ⅲ
、
会
社
側
：
会
社
の

了
解
を
得
れ
ば
連
絡
す

る
。

☆
確
認
事
項

Ⅰ
、
会
社
側
か
ら
、
Ｗ

さ
ん
の
雇
用
保
険
は
４

月
１
日
に
遡
及
し
て
加

入
手
続
き
を
し
た
。
本

日
、
雇
用
保
険
加
入
通

知
書
を
職
場
に
持
参
し
、

Ｗ
さ
ん
に
手
渡
す
。

Ⅱ
、
離
職
票
は
10
月
１

日
、
会
社
都
合
退
職
理

由
で
発
行
し
、
Ｗ
さ
ん

の
自
宅
へ
郵
送
す
る
。

社
会
福
祉
法
人
・
＊
＊

＊
＊
会
Ｓ
さ
ん

退
職

強
要
に
よ
る
解
雇

☆
２
０
１
１
年
10
月
11

日
、
シ
フ
ト
の
関
係
で

午
後
か
ら
の
出
勤
で
あ
っ

た
Ｓ
さ
ん
が
、
出
勤
す

る
と
Ｔ
事
務
局
長
か
ら

「
①
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
へ

配
置
転
換
、
②
賃
金
は

大
阪
府
の
最
低
賃
金
に

賃
下
げ
す
る
」
と
通
告

さ
れ
た
。
Ｓ
さ
ん
は
面

接
の
際
、
介
護
事
務
で

求
人
募
集
さ
れ
て
い
た

の
で
、
介
護
事
務
だ
け

と
思
っ
て
い
た
の
が
、

経
理
・
総
務
の
仕
事
も

あ
る
と
言
わ
れ
、
「
経

理
・
総
務
の
事
務
は
経

験
が
な
い
の
で
で
き
ま

せ
ん｣

と
回
答
し
た
が
、

法
人
側
は
「
そ
れ
で
も

い
い
」
と
い
う
条
件
で

採
用
さ
れ
た
。

入
社
し
て
、
介
護
事

務
よ
り
、
経
理
・
総
務

の
仕
事
が
多
く
、
一
人

で
は
対
応
で
き
な
い
の

で
増
員
を
依
頼
し
て
い

た
が
、
増
員
さ
れ
る
と

配
置
換
え
、
賃
下
げ
等

の
不
利
益
変
更
の
通
告

は
「
止
め
ろ
！
」
と
言

う
「
退
職
強
要
」
で
あ

り
、
Ｓ
さ
ん
は
耐
え
き

れ
ず
「
辞
め
ま
す
」
と

い
っ
た
が
、
納
得
は
い

か
な
い
の
で
「
①
解
雇

予
告
手
当
の
請
求
②
未

払
い
残
業
代
の
支
払
い
」

を
要
求
し
て
団
交
を
申

し
入
れ
た
。

※
会
社
側
か
ら
代
理

人
を
通
じ
て
解
決
す
る

と
い
う
申
し
入
れ
が
あ

り
、
代
理
人
は
会
社
側

に
「
非
」
が
あ
る
の
で
、

「
団
交
は
し
な
く
て
も

会
社
側
を
説
得
す
る｣

と

い
う
約
束
を
し
て
、
解

決
金
を
支
払
い
解
決
し

た
。

《
裏
に
続
く
》

労
働
相
談
事
例

選
挙
の
関
係
で
遅
く

な
っ
て
い
た
「
働
く
仲

間
の
会
」
再
建
10
周
年

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
、
３

月
25
日
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
は
、

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
下
さ

い
。
参
加
さ
れ
た
人
に

は
記
念
品
も
用
意
し
て

い
ま
す
。
軽
食
、
飲
み

物
も
で
ま
す
の
で
、
バ

イ
ク
や
自
動
車
は
避
け
、

公
共
交
通
機
関
を
使
っ

て
参
加
く
だ
さ
い
。

こ
の
日
ま
で
、
組
合

員
２
０
０
人
を
突
破
し
、

組
合
員
の
増
勢
の
中
で

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
迎
え

た
い
も
の
で
す
。
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当面の日程

2月22日(水) ２条例撤回めざす府民
集会 中央公会堂

６時30分
23日(木) 春闘地域総行動

労組訪問 ９時

かわち勤労会館集合
早朝駅宣 ７時15分～
長瀬 八戸ノ里 吉田

3月 1日(木) 組織拡大スタート
2日(金) パート1000人パレート
11日(日) ３．１１大阪府民集会

11時 扇町公園
パレード ２時

15日(木) 河内総行動

18日(日) ２条例集会＆パレード
25日(日) 東大阪地域労組「働く

仲間の会」再建10周年
記念レセプション

教
育
基
本
条
例
・

職
員
基
本
条
例

反
対
の
署
名
を

集
め
よ
う

２
月
23
日
か
ら
始
ま

る
、
大
阪
府
議
会
に
、

教
育
基
本
条
例
・
職
員

基
本
条
例
が
提
案
さ
れ

ま
す
。
こ
の
二
つ
の
条

例
は
、
大
変
大
き
な
問

題
点
が
あ
る
条
例
で
す
。

教
育
基
本
条
例
は
、
す

べ
て
の
学
校
の
学
校
別

の
学
力
テ
ス
ト
の
公
表

と
学
校
選
択
制
の
導
入

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

生
徒
の
学
校
志
望
の
偏

り
が
進
み
、
生
徒
数
の

減
少
し
た
学
校
の
統
廃

合
が
進
み
、
子
ど
も
た

ち
は
遠
く
の
学
校
に
通

う
た
め
に
低
学
年
で
は

行
き
渋
り
、
高
学
年
に

は
学
年
崩
壊
や
い
じ
め

が
噴
出
し
ま
す
。
08
年

以
降
に
導
入
す
る
自
治

体
が
な
く
、
反
対
に
、

一
度
は
導
入
し
た
群
馬

県
前
橋
市
は
11
年
度
に

廃
止
、
長
崎
市
は
、
12

年
度
に
廃
止
す
る
な
ど
、

全
国
的
に
は
見
直
し
が

進
ん
で
い
る
制
度
で
す
。

全
国
的
に
弊
害
が
多
い

と
見
直
し
が
進
む
制
度

を
、
な
ぜ
今
更
、
導
入

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
職
員
条
例
は
、

日
本
国
憲
法
の
第
15
条

「
す
べ
て
公
務
員
は
、

全
体
の
奉
仕
者
で
あ
っ

て
、
一
部
の
奉
仕
者
で

は
な
い
」
と
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
自
分
た

ち
は
「
民
意
」
を
得
た

の
だ
か
ら
と
、
松
井
知

事
や
橋
下
市
長
へ
の
忠

誠
を
誓
わ
せ
、
批
判
や

反
対
の
意
見
を
言
う
こ

と
も
許
さ
な
い
、
自
分

た
ち
の
言
う
こ
と
を
聞

か
な
い
職
員
に
つ
い
て

は
、
処
分
し
て
い
く
と

い
う
、
ま
さ
に
独
裁
政

治
推
進
条
例
と
も
言
う

べ
き
条
例
で
す
。

公
務
員
は
全
体
の
奉

仕
者
と
い
う
意
味
は
、

た
と
え
首
長
で
あ
っ
て

も
府
民
や
市
民
の
そ
む

く
こ
と
に
は
、
意
見
を

述
べ
住
民
の
要
望
や
、

生
活
実
態
に
そ
っ
た
施

策
を
進
め
る
こ
と
で
す
。

イ
エ
ス
マ
ン
に
な
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
月
議
会
に
む
け
て

ぜ
ひ
署
名
を
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

㈱
＊
＊
サ
ー
ビ
ス
Ｋ
さ
ん
（
契
約
不
履

行
等
の
賃
金
補
償
）

☆
Ｋ
さ
ん
は
、
２
０
１
１
年
７
月
16
日

〜
２
０
１
１
年
12
月
15
日
ま
で
の
雇
用

契
約
を
締
結
し
て
い
た
が
、
会
社
か
ら

仕
事
が
な
い
と
い
う
理
由
で
休
職
さ
せ

ら
れ
て
い
た
契
約
分
の
賃
金
補
償
を
要

求
し
て
団
交
を
申
し
入
れ
た
。

第
１
回
２
０
１
１
年
12
月
15
日
（
か

わ
ち
勤
労
会
館

Ｐ
Ｍ
２
：
00
〜
３
：

00
）

出
席
者

組
合
側
＝
河
野

楠
本
、
Ｋ
さ
ん

会
社
側
＝
Ｓ
常
務
取
締
役
、
Ｄ
総
務
部

長☆
協
議
事
項

契
約
不
履
行
分
は
、
会
社
に
「
非
」

が
あ
る
の
で
、
調
査
を
し
て
、
解
決
案

を
連
絡
す
る
と
会
社
側
が
約
束
を
し
て
、

第
１
回
目
の
団
交
は
終
了
し
た
。

＊
２
０
１
１
年
12
月
22
日
、
会
社
側
は

「
非
」
を
認
め
、
未
払
い
賃
金
を
支
払

う
と
連
絡
が
あ
り
、
解
決
し
た
。

裁
判
闘
争
（
解
決
分
）

＊
＊
＊
＊
＊
工
業
Ｈ
さ
ん
＝
損
害
賠
償

等
請
求
事
件
、
地
位
確
認
等
請
求
事
件

９
月
14
日
（
水
）
「
第
３
回
和
解
協
議
」

大
阪
地
裁
・
第
５
民
事
部
河
野
、
Ｈ
さ

ん
（
弁
護
団
）
城
塚
、
山
室
、
藤
井
＊

和
解
成
立

☆
和
解
内
容

Ⅰ
、
金
銭
解
決

破
格
の
和
解
金
額
で

解
決
し
た
。

Ⅱ
、
被
告
（
会
社
）
が
加
盟
組
合
員

（
３
５
０
社
）
に
、
原
告
に
対
す
る
謝

罪
文
を
郵
送
す
る
。

↑「機関紙１００号・組合員１５０名・友
の会２００名｣突破記念レセプション
２００６年９月８日 かわち勤労会館に於


